
りとるらいふ

りとるらいふのサービスは現在200名以上の方からご利用いただいており、「安全・安心なサービス」を提供することを第一の目標に 

組織体制を整えているところです。数年前に比べると職員数も倍以上に増えました。そこで、今回は普段皆さんとお会いする機会が少

ない、支援現場の裏で我々をサポートしてくださっている部門に突撃し、仕事の内容や普段思っていることをインタビューするという

企画をたてました！ 

題して「プロフェッショナル 仕事の流儀 りとるバージョン」。初回は、今年度より4名体制となった総務部門です。  

（社福）みんなでいきる 

障害福祉事業部りとるらいふ 

発行日：201６年７月 

休日の過ごし方（松野職員からのリレーテーマ）

「休み、ちゃんと休んでる？？」とよく聞かれます。安心し

てください、休んでます。今年のGWはちょっとだけお休み

をいただいて、台湾へ行ってきました。到着早々に食べた「魯

肉飯（ルーローハン）」、夜通し遊んで夜市で食べた「胡椒餅」、 

台湾と言えば!!の「小龍包」、初めての足裏マッサージ、千と 

千尋のモデルになった九扮の夜景‥。まぁ、結局食べてばっ

かりの旅でしたが、何を食べても本当においしい。そして、

人が優しい。言葉は分からなくてもなんとなく気持ちを共有

出来る、海外特有のあの瞬間が私は大好きです。 

休みの日の時間の使い方は、実はあまり上手でなかったりし

ます。好きで行く研修やフォーラムも多いので、休んでいな

いようにも見られます。    でもこうやって旅行へ行っ 

               たりして身も心もリフレッ 

シュしてくることが、今の 

私の楽しみです。 

らく相談支援専門員 

吉田有佳 

   テーマを投げる職員もテーマを受け取る職員も誰から何のテーマが来るのか 

編集委員からのオーダーがあって初めて知る本コーナー。 

                 職員が知らないあの職員の内側をのぞけると、職員間でひそかな人気です。 

「私の武勇伝」（笹川義智職員からのリレーテーマ）

胸を張って武勇伝と言えるエピソードがない私は｢武勇伝？？？｣な話をひとつ。数年前、大学生だった

私は東北の某クリーニング店でアルバイトをしていました。ある日、常連の方が大きめのビジネスバッ

グを｢これ、あんたの店の横に落ちてたよ｣と言って置いていくことがありました。閉店後、中を開ける

とそこにはパソコンと大量の名刺、そして結構な額の現金が･･･。不謹慎ながらも滅多にない体験に私

は大興奮で交番に届けて色々な手続きをし、終わったのは夜遅く。興奮冷めやらぬ私は友達と家族に 

LINEを入れたのですが、返事は予想外にも｢四月馬鹿^^｣と一言だけ。･･･ 

カレンダーを見るとその日は不運(?)にも4月1日。なんとか誤解は 

解けたものの、私の武勇伝は｢四月馬鹿として誰からも信じてもらえ 

なかった残念な話｣としてお酒の席で語られています。 にこ支援員 浅野弥生

支援現場を支えるひとたち 
～プロフェッショナル 仕事の流儀 りとる ver～ 第一弾：総務部 

7 月。この間お正月を迎え、新年度がスタートしたと思ったら 1 年の下半期に入ってしま

いました。歳を重ねるほど、月日が経つのが早いということを身を以て実感しています。

本格的な夏まであと少し。夏はお祭りや花火、プールや水遊びなどなど楽しいことがたく

さん詰まった季節ですね。皆様と楽しくかつ安全に素敵な「夏」を過ごせるよう、ただ今

スタッフ一同一所懸命準備中です！！それではりとる通信 7 月号をお届けします。

「私の武勇伝」（笹川義智職員からのリレーテーマ）

26 歳の頃、私は東京で一人暮らしをしていました。ある夜、 

部屋でくつろいでいると、外から「殺されるー！」という男の 

人の大声が聞こえて来ました。その叫び声には鬼気迫るものが 

あり、1度ではなく何度も続いて聞こえて来ました。私は窓の 

外をそっと見ましたが、隣の建物が見えるばかりでそれらしき 

姿は確認出来ません。「本当に殺されそうなのであれば、今す 

ぐに助けなくては…」しかし部屋から飛び出して助けにいく勇 

気はなく、そうかといって放っておく事もできません。追い込 

まれた私は窓を開け「やめろぉ」と中途半端なボリュームで叫 

んだ後、再び窓を閉めました。これが、私の精一杯の武勇伝です。 

その後警察に連絡し、調査の結果、ただのケンカだった事が分

かりました。皆さんもケンカをするときは、是非お静かにお願 

いします。           きら生活支援員 小林泉

次回テーマは浅野職員から「夏といえば」、小林職員 

より「私のこだわり」、吉田職員より「学生時代の思い

出」です。次号もお楽しみに！！「 
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小林事務長）りとるは 

現在、組織が大きくな 

り転換期にあるので 

これまでのシステムの 

見直しが入り、毎日が 

刺激的です(笑)。それと直接支援以外の業務をカバーすること

になるので「守備範囲」が広いことですね。 

編集委員）仕事をするうえで大切にしていることを教えてく

ださい。 

相羽事務長代理）「仕事は厳しく、職場は明るく楽しく 」。 

職員が明るく、気持ちよく仕事が出来るような雰囲気を作っ

ていけるようにしていきたいと思っています。 

小林事務長）同じ時間を過ごすのであれば、楽しく仕事をし

たい。「笑顔の絶えない職場づくり」がモットーです。 

編集委員）では、最後に・・・。あなたにとって「プロフェ

ッショナル」とは？ 

小林事務長）自分が満足できない仕事で人を満足させること

は出来ないと思っています。プロフェッショナルとは「相手

が満足できるよう、常に自身を振り返り向上してゆくための

努力が出来る人」です。 

「縁の下の力持ち」の総務部門。見えないところでのカバー、

いつもありがとうございます。これからもよろしくお願いし

ます。 

初の企画でしたが、取材はとても楽しいひと時でした。 

次はどこへ行こうかな？第二弾、お楽しみに！！

（以下インタビュー） 

編集委員）仕事の内容を教えてください。 

小林事務長）サービスの実績集計や消耗品、備品等の発注、

金銭出納管理、施設管理等々多岐に渡ります。直接支援以

外の業務が総務の仕事であるといっても良いかもしれませ

ん。利用者の皆さんが心地よく過ごすことが出来、職員が

働きやすい環境を整える、「バックヤード」的な存在である

と思っています。 

編集委員）仕事をしていて楽しいことや醍醐味を教えてく

ださい。 

平田職員）（実績と 

請求書の数字等） 

双方から出ている 

数字がぴったり合 

っている等「出来て 

いて当たり前」の仕事が出来たときは嬉しいです。 

相羽事務長代理）「りとるらいふ」で初めて障害のある方と

の接点を持つようになり、最初はどう接していいのか分か

りませんでしたが「おつかれさま」「さようなら」といった

言葉をかけてくれることがとても嬉しく、「癒し」になって

います。 

編集委員）仕事で大変だなと思うことはありますか？ 

平田職員）新しいシステムやルールを誰よりも早く覚え、 

理解していないとならないことでしょうか。

「アールブリュット展 in 上越」開催 

本年度も「アールブリュット展 in上越」

を開催いたします。上越市でアールブリ

ュット展が開催されるのは、昨年に引き

続き2回目です。 

日時：7月23日（土）～8月14日（日）

10：00～18：00 

会場：あすとぴあ高田5階ミュゼ雪小町 

  ※観覧無料 

新潟県内の作家をはじめ、全国各地から

集まった14人それぞれの世界をとくと

ご堪能ください！！ 

リレー 

エッセイ



6月１３日に入職した大塚です！ 

障害者施設での経験5年、高齢者施設 

での経験数年と経験は豊富ですが、初心 

の気持ちで精一杯頑張って行きたいと思 

っています！ 明るく、楽しく、元気良 

くをモットーに日々成長しながら経験者 

としての自覚を忘れずに頑張ります。御指導宜しくお願い致します。 

5月のコラムで野菜の苗を植 

えました！と記事にしてから 

二か月…野菜たちはこんなに 

大きくなりました。トマトやナ 

ス、キュウリは鈴生り。 

農耕チームの努力のおかげで

虫にも困らず、収穫を迎えることができました。トウモロコシ

も花が咲いてこれからが楽しみです。6月末には収穫した夏野

菜でカレーをつくりました！ 

野菜の皮を剥いたり、ルーを細かくしたり…大量の野菜を煮込

んで大鍋で作ったカレーはとても美味しくできあがり、皆さん

笑顔で召し上がってくださいました(^^)日々収穫されるナス

やキュウリは小鍋で火を通し、お弁当のお味噌汁に入れたりし

ています。まだまだたくさん収穫される野菜たち、次は何の料

理に変身するでしょうか？！ 

ららんでは毎月季節 

に合った制作を考え、 

皆で楽しく取り組んで 

います。６月、考えた内容は 

「水族館」！！ 

みんなが作った素敵 

な魚たちを使って、水族館のようにできないか悩んだ末、個室の一

部屋がなんと水族館になりました！！水族館が出来上がっていくに

つれて、「水族館だったら受付と案内係も必要だよね！」と子どもた

ち自身が色々なアイデアを持ち寄って「ららん水族館」は完成しま

した。水族館が開館したことで、多くの方に“普段のららん”を見

ていただけてとても嬉しく感じるとともに、子どもたちが保護者の

方をららん水族館に案内し、一緒に見ていただいていた姿がとても

嬉しくて、微笑ましくて、幸せでした。残念ながら、ららん水族館

は7/8に閉館となりましたが、只今「ららん水族館」を上回る超大

作を検討しております。どうぞご期待ください！！ 

ｍote 商品のご紹介～「さをり織りの手さげバッグ」～

これから夏本番！みなさんお出かけの予定はありますか？どんな服

やバッグで行こうかな？と考えるのもお出かけの楽しみのひとつで 

 すね。さをりの色合いが鮮やかで目を

引きます。お財布や本、お弁当を入れ

るのに丁度いいサイズ。中はシンプル

な無地。小さな内ポケットも２つ付い

ていて中身が整理しやすいと好評で

す！

りとるの新しいなかまたち～新入職員ご紹介④

きら農園、その後・・・～きらの活動より～ ようこそ、ららん水族館へ！～ららんの活動より

先日、「スイッチバックが見たい！」というご利用者さんがい

ましたので、他の利用者さん数名とドライブがてら二本木駅に

行ってきました。 

駅員さんに事情を説明すると、突然の訪問にも関わらずジオラ

マを使って丁寧に説明していただきました。その上、「見るな

らいい場所がある」ということで、穴場スポットまで教えてい

ただきました。教えてもらった場所は一般企業の駐車場だった

のですが、会社の方からも快く許可していただき、おかげで目

の前で見ることができました♪電車とカブトムシの話ばっか

りですね… 

もうすぐ夏休み!!  

どこに行きましょうか 

ね♪ 

ボクらと「チイキ」との繋がり～にこの活動より～ 

大塚
おおつか

和也
か ず や

障害の芸術活動支援モデル事業に採択されました！！ 
社会福祉法人みんなでいきる 副理事長 片桐公彦 

 念願だった「厚生労働省/障害者の芸術活動支援モデル

事業」の採択が決定しました。これまでいろんな助成金や

モデル事業の採択を受けてきましたが今回は格別に嬉し

いできごとでした。このモデル事業は平成２６年度から厚

生労働省が実施してる事業で、芸術活動を行う障害のある

方や家族、福祉事業所等で芸術活動の支援を行う者を支援

するモデル事業を実施し、その成果を普及することにより

障害者の芸術活動の支援を推進することを目的とする事

業です。具体的には「障害者芸術活動支援センター」を設

置し、人材の育成や研修事業、企画展の開催、調査、発掘、

関係者のネットワークづくり、著作権保護のための研究な

どを行います。 

 昨年度「みんなでいきる」ではアール・ブリュット展を

開催しましたが、実は「りとるらいふ」の時代から障害の

ある方のアート活動には、熱心ながら細々と続けていまし

た。当時は現場が忙しかったり、専従でアート活動に取り

組む余裕がなかったりしていましたが個人的に障害のあ

る方々の企画展を覗きにいったり、ちょこちょこと手伝っ

たり、図録を読み漁ったりしていて、そのモチベーション

はすっと維持していました。 

 「りとるらいふ」と「桃林福祉会」が合併して１年後、

合併１周年記念事業として「アール・ブリュット展in上越」

をあすとぴあ高田５階の「ミュゼ雪小町」にて開催し、上

越市で初めてのアール・ブリュットの風が上陸しました。

その反響は凄まじく、本当に驚くほど「また開催して欲し

い」「もっとたくさんの作品が見たい」という声をいただ

きました。その声を受けて、今年度も同会場で7月23日か

ら8月14日にかけて「アール・ブリュット展in上越２ こ

の世界の愛し方 Everything is in this world 」を開催

することになりました。オープニングセレモニーは7月23

日（土）の10:00から行われ、翌日7月24日（日）13:30

からはアール・ブリュット作品創作現場をつぶさに記録し

た映画「アール・ブリュットが生まれるところ」の上映会

を日本最古の映画館のひとつといわれている「高田世界館」

で開催いたします。企画展、映画上映会ともに無料ですの

でお気軽に会場にお越しいただきたいと思います。 

 こうした活動の延長線上に、私としては障害のある方々

の芸術活動をもっと広めたいし、もっと言えば、こうした

活動を上越だけでなく新潟県内全体に染み込ませていき

たいと考えるようになりました。そこで先述したような厚

生労働省のモデル事業に手を挙げ、私たちが考える環境を

作るための取り組みを行おうと考えました。3月末近くに

要綱が示され、私はこのモデル事業の採択に向けての書類

作成や関係者への協力依頼に奔走しました。これまで数多

くの助成金やモデル事業のための申請書を作成してきま

したが、このモデル事業に傾けたエネルギーはダントツに

高いものになりました。今だから告白すると、他のどの申

請ものよりも体力も神経も消耗しました。一方で、このモ

デル事業が採択され、自分達が整えたい環境を整備するこ

とができたなら、イメージしている状態を作り上げること

ができたなら…と想像すると胸がわくわくしました。消耗

と興奮が常に交錯する、そんな日々を過ごしながら申請書

を書き上げました。6月9日付けで採択が決定した時は、

もう天にも昇る気持ちでした。その日眠る前に、なぜか涙

が止め処なくなく溢れてきました。 

 このモデル事業の採択にあたって、たくさんの出会いが

ありました。この事業は「みんなでいきる」が活動する上

越市だけを対象エリアをしているわけではなく「新潟県全

域」を対象としています。なので県内の福祉、美術関係者

から多くのご協力を得ながら事業を進めていくことにな

ります。ご協力いただく皆さまを紹介すると、長岡市の「中

越福祉会」涌井幸夫常務理事、新発田市の「のぞみの家福

祉会」樺沢浩常務理事、柏崎市の「ロングラン」西川紀子

理事長、新潟市の「新潟しなの福祉会支援センターふらっ

と」坂井省英センター長、同じく新潟市の「アートキャン

プ新潟」近守代表、三条市「NPO法人地域たすけあいネッ

トワーク」野島理恵子理事長、上越市の「森直樹法律事務

所」見竹泰人弁護士、「新潟県障害福祉課」「新潟県文化

振興課」「新潟県立近代美術館」上越市の「小林古径記念

美術館」そして長らく障害のある方々の創作活動を支援さ

れてきた陶芸家の高井進先生です。こうした方々と一緒に

検討会を立ち上げ、どうすれば障害のある方の表現や芸術

活動が広まっていくかを考え、支援するための支援センタ

ーの機能を充実させることができるのか？人材をどのよ

うに育成していくのか？を掘り下げていきます。 

 また今回は新潟市を中心に活動している「アートキャン

プ新潟」のスタッフである角地智史（かくち さとし）さ

んを、みんなでいきるのアートディレクターとしてお迎え

することになりました。角地さんは数多くの障害福祉施設

を訪問し、彼らの作品を目にしながら展覧会や研修会の企

画、運営を手がけてこられました。このモデル事業では芸

術的な専門技術や知識をもったアートディレクターの存

在が必須なのですが、幸福な出会いにより、角地さんを中

心に作品の調査やその作品の活かし方のアドバイス、研修

や展覧会の企画運営、支援センター 

業務の立ち上げなど多くの場面で活躍していただく予定

です。 

 この仕事に携わりながら、ずっと、障害のある人々は福

祉サービスが充実するだけでは幸せにはならないのでは

ないかと考えてきました。人は何かを表現し、その可能性

の見出しから自分が生きた実感をもつことで、生きた証を

残すのではないか？そのことにこそ人が幸せで豊かに暮

らせるヒントがあるのではないか、そんな風に考えてきま

した。今回のモデル事業の採択や「障害者芸術活動支援セ

ンター」の設立はそのことを具体的に型取る大きな一歩に

なるように思います。 

 アール・ブリュットの作品に向き合っていると果たして

表現とは何か？という根源的なテーマに直面することが

あります。彼らの作品を目にし、対面をする時、私たちは

言いようのない、身動きすら取れない不思議な感覚を纏わ

される瞬間に遭遇するのです。私たちはこれからもアー

ル・ブリュット作品を目撃する度に、言葉にすることので

きない「あの感情」を抱きながら日常を生きていくのだと

思います。「生きること」「表現すること」の根源を探る拠

り所にアール・ブリュットの世界が人々の心の片隅にでも

棲み続けることができたなら、それはとても豊かで素敵な

ことだと思うのです。 


